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も
い
ろ
い
ろ
な
変
遷
が
あ
っ
た
。
七
十
五
歳
に
な
っ
た
今

日
、
半
世
紀
も
過
ぎ
た
沖
縄
戦
の
思
い
出
は
忘
却
の
彼
方

へ
と
流
れ
て
い
く
。
し
か
し
自
分
た
ち
の
土
地
が
、
故
郷

が
主
戦
場
と
な
り
、
親
兄
弟
、
子
供
た
ち
を
失
う
な
ど
、

大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
。
本
土
復
帰
三
十
二
年
に
な
っ
た

今
日
に
な
っ
て
も
、
沖
縄
の
人
達
に
は
な
お
そ
の
傷
跡
は

癒
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。 

 

私
が
生
き
て
今
日
あ
る
の
も
、
こ
う
い
う
人
達
の
尊
い

犠
牲
の
上
に
あ
る
。
そ
し
て
戦
場
で
の
命
の
恩
人
達
。
あ

の
撤
退
す
る
混
乱
の
最
中
「
満
尾
、
そ
こ
を
動
く
な
よ
。

死
ぬ
の
は
駄
目
だ
。
必
ず
迎
え
を
や
る
か
ら
な
」
と
言
っ

て
く
れ
た
弓
取
分
隊
長
。「
お
ー
い
若
い
の
。
死
ぬ
の
は
ま

だ
早
い
。
俺
が
み
ん
な
を
説
得
す
る
か
ら
引
き
返
せ
」
と

言
っ
て
、
濠
に
引
き
戻
し
て
下
さ
っ
た
岡
山
県
出
身
の
山

根
軍
曹
の
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
決
め
て

い
る
。
そ
し
て
死
線
を
二
人
で
潜
り
抜
け
た
宮
里
さ
ん
。 

 

半
世
紀
を
過
ぎ
、
十
五
歳
か
ら
十
八
歳
の
記
憶
を
辿
り

な
が
ら
記
述
し
た
も
の
で
、
多
少
の
誤
謬
は
お
許
し
の
程

お
願
い
し
ま
す
。 

石
垣
島 

震
洋
特
攻
隊 

戦
記 

滋
賀
県 

 

西 

田 

淳 

男 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
二
十
八
日
、

滋
賀
県
栗
東
市
小
平
井
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
五
月
一
日
、
舞
鶴
海
兵
団

入
団
。
昭
和
二
十
年
十
二
月
、 

呉
大
竹
港
入
港
（
駆
逐

艦
）
。
同
月
十
二
日
、
故
郷
の
実
家
へ
帰
り
復
員
、
と
言
う

こ
と
で
大
東
亜
戦
争
に
従
軍
出
征
し
た
海
軍
軍
人
で
す
。 

  

私
が
軍
人
と
し
て
御
奉
公
に
就
い
た
当
時
の
私
の
家
は
、

水
田
八
反
で
暮
ら
す
農
家
で
し
た
。
家
族
は
父
母
、
弟
（
二

人
）
妹
（
一
人
）
と
私
の
六
人
家
族
で
し
た
。 

 

昭
和
も
十
八
年
と
な
る
と
、
日
本
国
中
す
べ
て
を
挙
げ

て
戦
争
一
色
と
な
り
、
ま
た
最
初
は
旗
色
の
良
か
っ
た
戦

況
も
次
第
に
劣
勢
と
な
り
、
制
海
、
制
空
権
も
次
第
に
敵

の
掌
中
に
移
り
、
国
民
全
体
が
非
常
態
勢
で
し
た
。
若
い

人
は
男
女
を
問
わ
ず
軍
需
産
業
に
徴
用
さ
れ
、
ブ
ラ
ブ
ラ
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し
て
い
る
遊
休
階
級
は
一
人
も
な
く
、
特
に
若
い
男
の
姿

な
ど
見
え
な
い
位
で
し
た
。 

 

私
に
も
徴
用
が
来
て
、
九
州
の
三
池
炭
坑
へ
引
っ
張
ら

れ
、
石
炭
掘
り
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
は
二
十
歳
に
成
長
し
た
昭
和
十
八
年
に
志
願
し
て
軍

務
に
つ
く
決
心
を
し
て
、
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、

勇
躍
し
て
海
軍
へ
入
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和

十
八
年
五
月
一
日
、
舞
鶴
海
兵
団
へ
入
団
し
ま
し
た
。 

 

志
願
通
り
機
関
兵
と
な
り
ま
し
た
。
新
兵
教
育
が
始
ま

り
ま
す
。
総
員
集
合
。
総
員
制
裁
で
ビ
ン
タ
、
尻
た
た
き

（
直
径
七
セ
ン
チ
位
の
カ
シ
の
棒
）
で
す
。
無
抵
抗
、
無

反
撃
の
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。
何
糞
と
歯
を
食
い
し
ば
り
、
戦

友
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
海
軍
魂
を
発
揮
し
て
頑
張
り
ま

し
た
。 

 

あ
の
苦
痛
、
逆
境
を
克
服
し
た
不
屈
の
信
念
と
自
信
に

支
え
ら
れ
て
、
す
べ
て
の
困
苦
欠
乏
に
堪
え
、
私
個
人
と

し
ま
し
て
は
「
自
分
か
ら
志
願
し
た
の
だ
か
ら
、
苦
労
は

当
た
り
前
」
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

教
育
訓
練
で
は 

 
 

一 

駈
け
足 

 
 

二 

ボ
ー
ト
漕
ぎ
（
き
つ
か
っ
た
） 

 
 

三 

石
炭
操
法
（
も
っ
と
も
き
つ
か
っ
た
） 

 
 

四 

銃
剣
術
を
含
む
陸
戦
訓
練 

 
 

五 

水
泳
（
湾
内
の
遠
泳
）
一
班
三
十
人 

 

そ
の
他
と
し
て
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
吊
り
、
畳
で
、
新

兵
教
育
三
カ
月
を
振
り
返
っ
て
最
も
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
、

三
の
石
炭
操
法
で
し
た
。
こ
の
実
技
の
み
に
休
憩
し
な
が

ら
の
、
学
科
の
口
答
教
育
も
併
用
で
し
た
。
と
に
か
く
頑

張
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
八
月
十
五
日
、
軍
艦
「
蒼
鷹
」
に
乗
組
み

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

呉
海
兵
団
仮
入
団
中
の
と
こ
ろ
、
九
月
十
八
日
に
退
団
。

「
さ
ん
と
す
丸
」
と
い
う
貨
物
船
の
輸
送
船
で
、
船
内
の

蚕
棚
の
よ
う
に
何
段
に
も
仮
設
さ
れ
た
棚
に
収
容
さ
れ
ま

し
た
。
蒸
し
暑
い
こ
と
こ
の
上
な
し
で
、
皆
上
半
身
は
す

べ
て
裸
体
。
特
に
Ｗ
Ｃ
は
舷
側
の
外
へ
木
材
で
仮
設
さ
れ
、

便
壷
は
大
海
で
あ
る
。
そ
し
て
手
す
り
に
つ
か
ま
り
海
上
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に
宙
吊
り
よ
ろ
し
く
用
を
足
す
。
こ
れ
は
経
験
し
た
者
で

な
い
と
分
か
ら
な
い
。 

 

便
乗
し
て
呉
港
を
出
て
以
下
、
二
十
一
日
門
司
発
、
二

十
八
日
馬
公
発
、
十
月
二
日
サ
イ
ゴ
ン
着
、
五
日
昭
南
着
、

十
二
日
ス
ラ
バ
ヤ
着
、
十
六
日
マ
カ
ッ
サ
ル
着
、
十
八
日

特
根
仮
入
隊
、
十
月
十
九
日
の
午
食
後
に
「
蒼
鷹
」
に
乗

艦
し
ま
し
た
。 

  

軍
艦
「
蒼
鷹
」
は
敷
設
艦
で
要
項
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

敷
設
艦
は
防
潜
網
を
海
中
に
垂
ら
し
て
敷
設
す
る
軍
艦
。 

 

排
水
量 

一
六
〇
〇
ト
ン
、
最
大
速
力 

二
三
ノ
ッ
ト 

 

任
務
は
船
団
護
衛
、
食
糧
軍
需
品
運
搬
等 

 

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
六
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
西
ブ
グ

ス
ク 

島
付
近
に
て
沈
没
。 

 

九
月
二
十
八
日 

 

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
七
日
、
太
平

洋
方
面
「
戦
務
甲
」。 

  

「
蒼
鷹
」
に
乗
っ
て
二
日
目
に
敵
の
機
雷
に
接
触
し
ま

し
た
。
そ
し
て
航
行
中
に
航
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
ス

ク
リ
ュ
ー
が
回
転
せ
ず
。
沈
む
か
と
思
っ
て
不
安
で
し
た
。 

 

駆
逐
艦
に
曳
航
さ
れ
、
約
一
週
間
か
か
っ
て
舞
鶴
へ
帰

港
し
て
修
理
し
ま
し
た
。
舞
鶴
で
は
一
週
間
の
休
暇
が
出

て
、
実
家
へ
帰
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
実
家
で
は
田
植

え
の
最
中
で
あ
り
、
手
伝
っ
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
六
月
の

末
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

「
履
歴
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
十
九
年 

 

六
月
二
十
七
日 

舞
鶴
帰
省
。
国
内
臨
時
勤
務
十
一
日 

 
 
 
 

 
 
 

 

間 

 

八
月 

 

四
日 

舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
を
命
ず 

 
 
 
 

十
六
日 

海
軍
水
雷
学
校
付
を
命
ず 

 
 
 
 

十
七
日 

入
校
（
震
洋
講
習
員
）
三
十
人
余 

 
 
 
 

十
六
日 

川
棚
警
備
隊
付
を
命
ず
、
戦
務
丁
一 

 
 
 
 

 
 
 

 

カ
月 

 
 
 
 

十
七
日 

第
三
次
震
洋
艇
講
習
員
・
整
備
員
を 

 
 
 
 

 
 
 

 

命
ず 

 

九
月 

十
五
日 

第
三
次
震
洋
艇
講
習
終
了
。
大
河
原 

 
 
 
 

 
 
 

 

部
隊 



550 

 

十
月
十
五
日 

石
垣
警
備
隊
付
を
命
ず 

 
 

（
十
一
月
二
十
一
日 

「
と
よ
さ
か
丸
」
便
乗
、 

 
 

 

十
二
月
五
日 

石
垣
島
着
．
十
二
月
六
日 

入
隊
） 

 
十
一
月 

一
日 

海
軍
上
等
機
関
兵
を
命
ず 

 

昭
和
二
十
年 

 

五
月 

 
一
日 

海
軍
機
関
兵
長
を
命
ず 

 

九
月 

 
一
日 

任
海
軍
二
等
機
関
兵
曹 

  
 

石
垣
島
に
お
け
る
戦
況
を
述
べ
ま
す
。 

 

昭
和
十
九
年
十
月
十
五
日
、
石
垣
警
備
隊
付
（
震
洋
特

別
攻
撃
隊
）
大
河
原
部
隊
整
備
員
。
昭
和
二
十
年
、
終
戦

ま
で
石
垣
島
川
平
に
駐
屯
し
ま
し
た
。
石
垣
島
で
は
私
は

地
上
の
整
備
員
で
し
た
。
艇
の
エ
ン
ジ
ン
を
整
備
す
る
役

目
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
製
の
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
で
し
た
。
隊
員
は
整
備
関
係
で
三
十
五
人
位
で
し

た
。 

 

震
洋
艇
と
は
総
ベ
ニ
ヤ
板
造
り
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
、

二
五
〇
キ
ロ
の
爆
装
、
乗
員
一
～
二
人
、
長
さ
五
～
六
・

五
メ
ー
ト
ル
、
速
力
（
特
別
全
力
）
は
二
三
～
三
二
ノ
ッ

ト
等
で
す
。 

幸
い
に
も
一
回
の
出
撃
も
な
く
、
乗
員
の

特
攻
犠
牲
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
撃
命
令
が
な
か
っ

た
、
そ
の
代
わ
り
と
言
っ
て
は
変
で
す
が
、
石
垣
島
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
は
艦
砲
射
撃
、
飛
行
機
よ
り
の

銃
爆
撃
と
毎
日
盛
ん
に
や
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
は
防
空

壕
へ
入
っ
て
待
避
す
る
一
方
だ
け
の
情
け
な
い
様
子
で
し

た
。
で
も
死
者
も
な
い
損
害
は
全
然
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。 

 

島
の
部
隊
の
兵
器
、
資
材
、
食
糧
、
酒
そ
の
他
海
軍
は

備
蓄
が
豊
富
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

土
を
耕
し
て
米
、
イ
モ
、
野
菜
を
作
っ
て
は
万
一
に
備
え

ま
し
た
。
島
の
住
民
も
よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。 

 

敵
状
は
ア
メ
リ
カ
の
艦
と
飛
行
機
よ
り
の
攻
撃
の
み
で
、

一
方
的
に
逃
げ
て
防
空
壕
へ
入
っ
て
い
れ
ば
よ
し
、
腹
が

へ
っ
て
栄
養
失
調
に
な
る
事
も
、
マ
ラ
リ
ア
も
な
く
、
物

は
思
い
よ
う
で
「
極
楽
と
ま
で
は
い
か
ぬ
が
、
ま
あ
ま
あ

恵
ま
れ
た
所
」
で
し
た
。
炎
熱
、
寒
冷
の
山
野
を
悪
戦
苦

闘
し
て
靖
国
街
道
、
白
骨
街
道
を
ま
で
出
現
さ
せ
た
、
あ
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る
い
は
玉
砕
部
隊
の
皆
様
や
英
霊
に
対
し
て
は
、
誠
に
申

し
訳
な
い
こ
と
で
す
。 

  
や
が
て
運
命
の
日
、
八
月
十
五
日
を
迎
え
ま
す
。
私
た

ち
は
、
無
線
に
よ
り
八
月
十
五
日
の
即
日
、
終
戦
を
周
知

し
ま
し
た
。
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
指
揮
官
の
指

導
処
置
よ
ろ
し
き
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

復
員
は
三
回
に
分
か
れ
て
、
駆
逐
艦
に
乗
せ
ら
れ
て
博

多
と
呉
へ
入
港
し
ま
し
た
。
私
は
第
二
回
目
で
、
昭
和
二

十
年
十
二
月
、
呉
の
大
竹
港
に
入
港
、
帰
り
ま
し
た
。 

 

戦
後
、
部
隊
員
に
よ
り
戦
友
会
「
聖
桜
会
」
を
結
成
、

毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
隊
員
の
精
神
的
支
え
、

連
携
と
懇
親
を
通
じ
て
、
会
員
と
家
族
の
幸
福
を
念
願
す

る
」
と
規
約
に
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
戦
後
無
事
に
生
き
延
び
て
八
十
一
歳
と
な
り
ま
し

た
。
元
気
で
す
。
妻
は
病
弱
で
か
わ
い
そ
う
で
す
。
子
は

女
が
一
人
の
み
。
そ
の
孫
が
三
人
い
ま
す
。
皆
元
気
で
年

寄
り
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
、
有
り
難
い
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
私
の
戦
後
の
経
歴
と
言
い
ま
す
と
、
農
協
や
組
合

の
役
員
、
お
寺
の
総
代
等
で
す
。
お
寺
の
関
係
は
現
在
も

続
い
て
お
り
ま
す
。 




